
１　経済動向に係る企業等の声（10-12月期）

地域の経済動向（令和6年10-12月期）
《オホーツク地域》

 

【建設業】 

・ 昨年と比較し売上げが減少する中、燃料費や人件費の高騰により利益率も下がっている。主たる事

業は公共工事だが、年々減少しているため経営に影響を及ぼしている。こういった状況にあるため、

物流の 2024 年問題に対応したかったが、費用の捻出が困難なため断念せざるを得ない。（建設業） 

・ 公共工事が減少しているため、本意ではないが現状において人手は足りている。従業員が高齢化し

ており、今後を見据えハローワーク等で求人活動を行っているものの、町中心から離れた職場という

のがネックとなっているのか応募がない状況。（建設業） 

・ 従業員の高齢化により５年後の事業継続すら危ぶまれる状況で、特に重機のオペレーター不足が顕

著である。さらに、重機等の設備の価格高騰により更新も出来ていない状況。（建設業） 

 
【卸売・小売業】 

・ 駅弁販売を中心に営業しているが、JR 利用者のほか、車での来店者が増加傾向にあり、売上げは昨

年比で 1～2割増加しているが、原材料価格高騰の影響により利益は横ばいで推移している。繁忙期の

み、雇用者の都合の良い時間で働けるフレックスタイム制の契約で、期間限定で増員して対応。（小

売業） 

・ 売上は微増しているが、原油やガスの仕入価格が高騰しているため利益が減少している。これから

灯油の需要が増えるものの、町の人口減少や仕入価格高騰を踏まえ、どこまで価格転嫁できるか問題。

少子高齢化や町外への人口流出などにより、顧客は年々減少傾向にある。この業界は地域の人口が少

ないと成り立たないため営業活動だけでは限界がある。今後の動向に不安を感じる。（燃料販売業） 
 

【サービス業】 

・ 地域の特産品である白花豆の栽培が難しく止めてしまう農家が増えており、地物の食材なのに入手

困難な状況にある。（飲食業） 

・ 現在は、人手は充足しているが、週末などの団体客対応で不足する場合は、臨時のアルバイトでし

のいでいる。新たな取り組みとしては、スマホオーダーのシステムを導入し、利便性向上を図ったと

ころだが、利用客は高齢者も多いため、セルフレジの導入までは至っていない。（飲食業） 

・ 昨年と比較しインバウンドの団体客が増えたことに伴い売上げも増加しているが、卸売業者から米

や肉などが値上がりすると予告されており、いまだ材料費の高騰が続いている。光熱費については、

補助金等を活用した照明の LED 化や空調設備の更新により抑えているところ。（飲食業） 

・ 集合住宅の管理業務等で売上は安定しており、昨年と比較して売上は微増しているものの、燃料や

人件費などの増加により利益が変わっていない。 

採用については、測量業務などもあるため、即戦力となる技術者を採用したいが応募がないため、

一般社員の技術習得と育成に取り組んでいるが、人口減少や高齢者の都市部への流出などにより空き

地が増加するなか、買い手がつかないため、今後、不動産業界全体が厳しくなることを懸念している。

（不動産業） 

・ 主たる事業が映像製作等のため、３年前のコロナ禍では売上げが大きかったものの、今年度は落ち

着いている。行政からの委託による映像製作やコワーキングスペース経営等の施設管理が主な収入源

である。 

事業拡大に向け従業員の増員を検討中。特に障害者雇用に力を入れる予定。設備投資資金の回収に

向けた事業運営に加え、今後予定している施設の新設に係る融資相談が主な経営課題である。（情報

通信業） 

・ 依然として物価高騰等の影響は続いているが、現在は主に人手不足を課題とする企業の声が多く寄

せられている。人手不足により、営業時間の短縮や受注上限を設定するなど、各企業とも経営に影響

が出始めている。 

 



（オホーツク） 

社員の高齢化に伴い社員数が自然減となっている状況に加え、新規や中途に関わらず求人募集する

も人が集まらず、今後が厳しい企業が増加傾向にある。 

経営者の高齢化も課題となっており、老々介護や自身の体調不良などにより経営を断念する企業が

増加しているため、人材確保対策のほか事業承継にも力を入れる必要に迫られている。人材確保、職

場定着支援、事業承継など企業の持続化の支援に力を入れて欲しい。（経済団体） 

・ 今年度水揚げのうち、サケは対前年比 30％程度と低迷、ホタテは数量が減少しているものの単価が

上がっているため概ね平年並みとなっているが、燃料代の高騰で収益が減少している。 

  求人を行っても応募は皆無で非常に厳しい。外国人を 10 名以上採用した。養殖事業や加工場におけ

る慢性的な人員不足のほか、海水温の上昇による水揚げ魚種の変化も問題になっており、今まで北海

道では獲れなかった魚種は値段がつきにくく、売り物にならないこともある。 

  また、物流問題が顕在化してきており、運送会社の週休制導入などにより希望している出荷体制と

ならず、やむを得ず出荷制限につながる事態も生じている。取扱商品が魚介類であることから、出荷

調整も困難な状況。（漁協） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

北見信用金庫
(紋別地区)

北見信用金庫
(北見地区)

遠軽信用金庫

R6-Ⅱ R6-Ⅲ R6-Ⅳ

網走信用金庫

R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ

今期と比較した次期の見通しでは、売上DIは△
29、収益DIは△29となり、ともに悪化の見通しと
なっている。

北見信用金庫
(紋別地区)

基幹産業である漁業が最盛期なことから、水産
関連会社を中心に生産動向活況となっている。
主力であるホタテ漁が好漁であったが、秋サケ
漁については水揚げ金額前年比20％減となる
厳しい状況で漁期を終えたことから、生産動向
については「やや好調」とした。
消費動向については地域クーポン券の発行等
上向きな状況であるが物価上昇の影響もあり
「普通」とし、総合的に「やや好調」とした。

流氷シーズンによる観光客増加が期待されるも
のの、水産業を始め市内多数の業者が閑散期
に入ることから、全体として景況見通しを「下降
傾向」と判断した。

北見信用金庫
(北見地区)

当金庫の景気動向調査による北見地区の景況
は、前年同期と比較したDIは、売上高が△14と4
ポイントの改善、収益は△17と4ポイントの改
善。

当金庫業況調査の次期予想において、全業種
平均のDIが△13.7と依然マイナスとなっている
ため、次期の見通しは「下降傾向」と判断した。

遠軽信用金庫

遠軽地方における景気動向調査について、各
業種の業況DIは卸売業・小売業で改善したもの
の、製造業、サービス業・不動産業及び建設業
は悪化する結果となった。全業種の業況DIは△
9.2と、前期調査(△8.2)からやや悪化する結果と
なり、総合的には前期調査時の「普通」から「や
や低調」と判断した。
生産動向・消費動向については、全業種の売上
DI及び収益DIは、前期調査時と比べて悪化して
いることから、生産動向及び消費動向ともに、
前期調査時の「普通」から「やや低調」と判断し
た。

次期の景気見通しについては、多くの事業先で
閑散期となり、全業種で売上DI及び収益DIとも
に悪化する見通しであることから、次期の景気
見通しは「下降傾向」と判断した。

網走信用金庫

当金庫における業況アンケートの結果、製造業
のDIが△22.7、建設業のDIが△11.5と前期と比
較し下落しているため生産動向を「低調」とし
た。
消費動向について、卸売・小売業のDIが△
13.9、サービス業のDIが△5.6と下落しているた
め「低調」とした。
全業種においてもDIが△13.7でマイナスに転じ
ていることから前期の「やや好調」から「低調」と
判断した。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（10-12月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】
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４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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（右軸：前年同月比（差）：％）
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